	単位操作―２０４
	油ポンプの液導入
（適用除外：減圧ポンプ）
	作　成
	

	
	
	
	

	

	ポイント

	
	(4) 代表的な油種の自然発火温度は安全衛生管理基準手引き第２章参照のこと。

尚、ここでの油温判定は操作時点での油温を指す。

(6) 導入圧力は吸込側運転圧力以下の事。

(7) 窒素パ－ジ後のケ－シング圧力はゼロ迄脱圧する。

(10)(11) 駆動機付バルブは手動にて操作の事（多量流入防止）

　　

(10) バルブ①～②間に溜まっているガスが運転中のポンプに流れる事を防止する為、下流バルブを先に開ける。

(15) 圧力計及びキャップが確実に取付けられている事。

(16) エクスタ－ナルフラッシングの場合はラインを確立する事。

(17) 暖機を必要とするポンプに適用。

○バルブおよび動力源の「操作禁止」の札を取外す。

	
	


注）吸込みバルブがシングルバルブの場合、アロー（１０）を削除する
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メカフラッシングが活きている事を確認する





圧力計を活かしその他のバルブ閉を確認する





冷却水を通水する





窒素導入治具を取付ける





系内の酸素濃度が８％以下になった事を確認する
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導入油温は発火点未満か





洩れの無い事を確認する
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終了





(11)





吸込みバルブ①を微開し液を導入する





窒素導入を停止する





吸込みバルブ①を全開にする





暖機を開始する
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系内にドレンの無い事を確認する








はい





窒素を導入しエア－を排除する





高位置のベントバルブを開け、ガス抜きをする








ガスが抜けた事を確認しベントバルブを閉める








動力源を活かす





吸込みバルブ②を全開にする





洩れの無い事を確認する
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吸込み側





吐出側
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